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第70期
定時株主総会招集ご通知

日時

平成29年６月14日（水曜日）午前10時

場所

東京都新宿区戸塚町一丁目104番19号
リーガロイヤルホテル東京　３階 ｢ロイヤルホール｣
(末尾の会場ご案内図をご参照ください。)
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議案　取締役９名選任の件

証券コード　4951

表紙



社是

経営理念

社会に対する奉仕と信頼を使命とし、
絶えず製品の改良を図り
顧客に最も信頼され得る製品または異色ある製品たらしめること。

企業の永遠の繁栄を図り、
従業員が希望と誇りを持ち
一生を賭して悔ゆるところなき職場たらしめること。

常に和と礼儀を重んじ、
お客様をはじめとした様々な関係者、
さらには社会全般から最も信頼され得る最高の会社たること。
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証券コード　4951

平 成 2 9 年 ５ 月 3 0 日
株 主 各 位

東京都新宿区下落合一丁目４番10号

取締役会議長 鈴 木 　 喬
第70期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社第70期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださ

いますようご通知申し上げます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手数

ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご
表示いただき、平成29年６月13日（火曜日）午後５時までに到着するようご返送くださいますよ
うお願い申し上げます。

敬　具
記

１．日 時 平成29年６月14日（水曜日）午前10時
２．場 所 東京都新宿区戸塚町一丁目104番19号

リーガロイヤルホテル東京　３階「ロイヤルホール」
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第70期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）事業報告、連結計

算書類ならびに会計監査人および監査委員会の連結計算書類監査結果報告
の件

２．第70期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）計算書類報告の件
決 議 事 項

議 案 取締役９名選任の件
４．招集にあたっての決定事項

議決権の不統一行使をされる場合には、株主総会の３日前までに議決権の不統一行使を行う
旨およびその理由を書面により当社にご通知ください。

以　上

－ 2 －
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◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう
お願い申し上げます。

◎当日の受付開始時刻は、午前９時からとさせていただきます。なお、開会間際は大変混雑いたし
ますので、お早めにお越しください。

◎本招集ご通知に添付すべき提供書面のうち、「連結計算書類の連結注記表」および「計算書類の
個別注記表」につきましては、法令および当社定款の定めにより、インターネット上の当社ウェ
ブサイト（アドレス　http://www.st-c.co.jp/company/ir/meeting.html)に掲載しておりま
すので、本招集ご通知の提供書面には記載しておりません。なお、監査委員会が監査報告を、会
計監査人が会計監査報告をそれぞれ作成するに際して監査した連結計算書類および計算書類には、
本招集ご通知の提供書面記載のもののほか、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載してお
ります「連結計算書類の連結注記表」および「計算書類の個別注記表」も含まれております。

◎株主総会参考書類ならびに事業報告、連結計算書類および計算書類に修正が生じた場合は、イン
ターネット上の当社ウェブサイト（アドレス　http://www.st-c.co.jp/company/ir/meeting.
html）に掲載させていただきます。

－ 3 －
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（提供書面）

事　業　報　告
(平成28年 4 月 1 日から)平成29年 3 月31日まで

１．企業集団の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①　事業の経過および成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境が堅調に推移し、米大統領選挙後
には円安・株高が進行して景況感が改善するなど、緩やかな景気回復の動きがみられました。
しかしながら物価上昇圧力の高まりが家計の実質購買力を抑制し、若年層を中心に消費性向
が低下傾向にあることに加え、天候不順の影響もあり、個人消費は弱含みで推移しました。
また、世界経済の減速は一服したものの、英国のＥＵ離脱問題や米国の政策動向に対する懸
念など、世界経済の先行きは不透明な状態が続いております。
　こうした状況の中、当社グループは、絞り込みと集中、世にない商品の開発、スピード経
営を継承しながら、「ブランド価値経営」を基本方針として掲げ、持続的成長を可能とする
ために「市場拡大」「シェア拡大」「利益志向」に注力し、事業部制の定着に向けた取り組
みを進めてまいりました。
　その結果、当連結会計年度の売上高は459億57百万円（前期比2.9％増）となりました。利
益面では、主力品と高付加価値商品の販売強化により売上総利益が増加した他、継続して取
り組んでおります返品や製造コストの削減効果が現れたことなどにより営業利益は28億54
百万円（同21.9％増）、経常利益は29億2百万円（同68.3％増）、親会社株主に帰属する当
期純利益は18億17百万円（同99.2％増）となりました。
　なお、当社グループは当連結会計年度より、売上の計上基準について会計方針の変更を行
っており、遡及適用後の数値で前連結会計年度との比較を行っております。

　事業のカテゴリー別の営業概要は次のとおりであります。

　エアケア（消臭芳香剤）は、上質な香りが香水瓶から広がる「シャルダン　フレグランス」
や「玄関・リビング用　消臭力 Premium Aroma」シリーズ、「消臭力　トイレ用　クエン
酸プラス」等の機能プラスシリーズが売上の増加に寄与し、売上高は196億40百万円（前期
比3.5％増）となりました。

－ 4 －
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　衣類ケア（防虫剤）は、昨春に主力品「ムシューダ」の売上が好調に推移し、返品も大幅
に削減できましたが、今年３月に全国各地で桜の開花が遅れるほど気温が低めに推移した影
響で年度末の売上が伸びず、売上高は89億38百万円（同1.4％減）となりました。
　サーモケア（カイロ）は、記録的な暖冬にみまわれた前期に比べて売上が回復した他、前
シーズン終了後の返品が減少し、売上高は57億27百万円（同15.8％増）となりました。
　ハンドケア（手袋）は、水が入りにくいセミロングスリーブの新製品「ファミリー　ハン
ドフルール」が売上に寄与した他、業務用ニトリルゴム手袋の売上が伸長したこと等により、
売上高は52億90百万円（同3.1％増）となりました。
　湿気ケア（除湿剤）は、シートタイプの「ドライペット　引き出し・衣装ケース用」等の
売上は伸長したものの、取引条件の見直しを行ったタンクタイプの「ドライペット　スキッ
ト」の売上が減少したこと等により、売上高は29億66百万円（同5.4％減）となりました。
　ホームケア（その他）は、お米の虫よけ「米唐番」や「ウルトラパワーズ　洗たく槽クリ
ーナー」等の売上は堅調に推移したものの、クルマ用商品等の売上が減少し、売上高は33億
94百万円（同0.4％減）となりました。

＜カテゴリー別売上高＞
カ テ ゴ リ ー 金額（百万円） 構成比（％） 増減率（％）

エ　ア　ケ　ア（消臭芳香剤） 19,640 42.7 3.5

衣 　 類 　 ケ 　 ア （ 防 虫 剤 ） 8,938 19.4 △1.4

サ　ー　モ　ケ　ア（カイロ） 5,727 12.5 15.8

ハ　ン　ド　ケ　ア（手袋） 5,290 11.5 3.1

湿 　 気 　 ケ 　 ア （ 除 湿 剤 ） 2,966 6.5 △5.4

ホ　ー　ム　ケ　ア（その他） 3,394 7.4 △0.4

合 計 45,957 100.0 2.9

②　設備投資の状況
当連結会計年度の設備投資実施額は６億８百万円となりました。その主な内容としまして

は、新製品対応・生産能力の増強等を目的として、当社埼玉工場のその他製造設備に40百万
円、当社九州工場消臭芳香剤製造設備に28百万円、当社成型用金型取得として68百万円の投
資をいたしました。

また、自社利用を目的としたソフトウエア開発に１億77百万円の投資をいたしました。

－ 5 －
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③　資金調達の状況
当連結会計年度は重要な資金調達を行っておりません。なお、有形固定資産に係る設備投

資に必要な資金は全額自己資金により賄っております。

④　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
特記すべき事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
該当事項はありません。

－ 6 －
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⑵　直前３事業年度の財産および損益の状況

区　　分
第　67　期
(平成26年)３ 月 期

第　68　期
(平成27年)３ 月 期

第　69　期
(平成28年)３ 月 期

第　70　期
(平成29年)３ 月 期

売 上 高 (千円) 43,480,181 44,741,340 44,660,888 45,957,946
経 常 利 益 (千円) 1,496,673 1,597,784 1,724,514 2,902,528
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 (千円) 1,233,872 892,205 912,089 1,817,046

１株当たり当期純利益 (円) 56.74 40.83 42.01 83.57
総 資 産 (千円) 32,370,496 33,785,059 34,924,283 38,458,154
純 資 産 (千円) 21,086,530 22,600,344 23,495,850 25,812,289

 
（注）１．第69期以降の１株当たり当期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数につ

いては、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を控除対象の
自己株式に含めて算出しております。

２．第70期より従来販売費及び一般管理費として計上しておりました得意先に支出する拡販費
の一部を売上高の控除項目として処理する会計方針の変更を行っており、売上高は遡及適用
後の数値を記載しております。

⑶　重要な親会社および子会社の状況
①　親会社の状況

該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 出 資 比 率 主 要 な 事 業 内 容

エステートレーディング株式会社 70百万円 100％ 作業用手袋、業務用品等
の販売

エステービジネスサポート株式会社 10百万円 100％ 事務等の業務請負

Ｓ . Ｔ . （ タ イ ラ ン ド ） 142百万バーツ 76.25％ 手袋・消臭芳香剤の製
造、販売

フ ァ ミ リ ー グ ロ ー ブ （ 台 湾 ） 128百万台湾ドル 49％ 手袋の製造、販売

エステーコリアコーポレーション（韓国） 770百万ウォン 100％ 日用品雑貨等の製造、販売

シ ャ ル ダ ン （ タ イ ラ ン ド ） 75百万バーツ 76.25％ 消臭芳香剤・衣類用洗剤
の製造

－ 7 －

直前３事業年度の財産および損益の状況、重要な親会社および子会社の状況
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⑷　対処すべき課題
当社グループを取り巻く環境につきましては、①人口構造の変化、②グローバルの波、③サ

ステナビリティに対する関心の高まり等、世界的な社会の構造的変化が起こっております。当
社グループは、こうした変化を大きく成長するための機会と捉え、当社グループの強みである
“独自のエアケア技術”を活かして新市場を創造し、社会からの期待に応えてまいります。

また、社会からの要請につきましては、消費者への安心・安全な製品の提供、採用や人材育
成等を責務と認識し、ブランド価値経営の推進により、当社グループへの信頼を高めてまいり
ます。

環境分野につきましては、製品のライフサイクル全体で環境負荷を低減するとともに、再生
可能な原材料の開発、調達を考えてまいります。

これらにより、当社グループはステークホルダーの皆さまとともに企業と社会の相乗発展を
図り、企業価値を高めてまいります。

⑸　主要な事業内容（平成29年３月31日現在）
下記の消臭芳香剤、防虫剤、カイロ、手袋、除湿剤およびその他日用品雑貨等の製造販売な

らびにこれに附帯する事業を行っております。
品 目 主 要 製 品 お よ び 商 品 名

消 臭 芳 香 剤 消臭力、シャルダン、脱臭炭

防 虫 剤 ムシューダ、ネオパラ

カ イ ロ オンパックス

手 袋 ファミリー、モデルローブ

除 湿 剤 ドライペット、備長炭ドライペット

そ の 他 米唐番、パワーズ、クリアフォレスト

－ 8 －

対処すべき課題、主要な事業内容
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⑹　主要な営業所および工場（平成29年３月31日現在）

当 社

本 社 東京都新宿区

支 店 札幌、仙台、関東（埼玉県）、東京、名古屋、
大阪、広島、福岡

営 業 所 横浜、金沢、高松
工 場 福島、埼玉、九州（福岡県）

エステートレーディング株式会社 本 社 東京都新宿区
エステービジネスサポート株式会社 本 社 東京都新宿区
Ｓ ． Ｔ ． （ タ イ ラ ン ド ） 本 社 タイ国チョンブリ県シラチャ市
フ ァ ミ リ ー グ ロ ー ブ （ 台 湾 ） 本 社 台湾　高雄市
エステーコリアコーポレーション（韓国） 本 社 大韓民国ソウル特別市
シ ャ ル ダ ン （ タ イ ラ ン ド ） 本 社 タイ国チョンブリ県シラチャ市

⑺　使用人の状況（平成29年３月31日現在）
①　企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減
890（204）名 30名増（3名増）

（注）　使用人数は就業員数であり、パートおよび嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を外数で記載
しております。

②　当社の使用人の状況
使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

415（150）名 ９名増（２名増） 42.5歳 17.6年
（注）　使用人数は就業員数であり、パートおよび嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を外数で記載

しております。

⑻　主要な借入先の状況（平成29年３月31日現在）
該当事項はありません。

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。

－ 9 －

主要な営業所および工場、使用人の状況、主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項
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２．会社の現況
⑴　株式の状況（平成29年３月31日現在）

①　発行可能株式総数 96,817,000株

②　発行済株式の総数 23,000,000株

③　株主数 14,078名

④　大株主（上位10名）
株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 シ ャ ル ダ ン 5,587千株 25.3％

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 1,336千株 6.1％

みずほ信託銀行株式会社退職給付信託
み ず ほ 銀 行 口 再 信 託 受 託 者
資 産 管 理 サ ー ビ ス 信 託 銀 行 株 式 会 社

884千株 4.0％

鈴 木 　 喬 675千株 3.1％

フ マ キ ラ ー 株 式 会 社 541千株 2.4％

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 524千株 2.4％

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス 信 託 銀 行
株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 510千株 2.3％

鈴 木 幹 一 500千株 2.3％

鈴 木 貴 子 446千株 2.0％

有 限 会 社 鈴 木 幹 一 商 店 433千株 2.0％
（注）１．当社は、自己株式を903千株保有しておりますが、上記大株主から除外しております。

２．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
３．持株比率は、資産管理サービス信託銀行（信託Ｅ口）が所有する220千株を含めて計算して

おります。220千株の内訳は、執行役向け株式給付信託（BBT）が100千株、従業員向け株
式給付信託（J-ESOP）が120千株であります。

－ 10 －

株式の状況



2017/05/22 17:07:33 / 16266544_エステー株式会社_招集通知（Ｃ）

⑵　新株予約権等の状況
①　当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況（平成29年３月31日現在）

発行決議の日
(取締役会決議日)

平成22年７月30日
※１

平成24年７月31日
※２

平成25年７月31日
※３

新株予約権の数 9個 25個 78個

新株予約権の目的となる
株式の種類と数

当社普通株式
9,000株

当社普通株式
25,000株

当社普通株式
78,000株

新株予約権の発行価額 無償 無償 無償

新株予約権の行使時の払込金額 1,049円 946円 1,066円

新株予約権の行使期間 平成24年８月３日から
平成29年８月２日まで

平成26年８月２日から
平成31年８月１日まで

平成27年８月２日から
平成32年８月１日まで

新株予約権の行使の条件

新株予約権者が募集新株予
約権を放棄した場合には、
かかる募集新株予約権を行
使することができないもの
とする。

新株予約権者が募集新株予
約権を放棄した場合には、
かかる募集新株予約権を行
使することができないもの
とする。

新株予約権者が募集新株予
約権を放棄した場合には、
かかる募集新株予約権を行
使することができないもの
とする。

新株予約権の譲渡に関す
る事項

譲渡による募集新株予約
権の取得については、当社
取締役会の決議による承
認を要するものとする。

譲渡による募集新株予約
権の取得については、当社
取締役会の決議による承
認を要するものとする。

譲渡による募集新株予約
権の取得については、当社
取締役会の決議による承
認を要するものとする。

役員の保有
状 況

取 締 役
（社外取締
役を除く）

保有者数 －
保有数 －
目的である株式の数

－

保有者数 －
保有数 －
目的である株式の数

－

保有者数 －
保有数 －
目的である株式の数

－

社 外
取 締 役

保有者数 －
保有数 －
目的である株式の数

－

保有者数 －
保有数 －
目的である株式の数

－

保有者数 －
保有数 －
目的である株式の数

－

執 行 役
保有者数 １名
保有数 ９個
目的である株式の数

9,000株

保有者数 ２名
保有数 25個
目的である株式の数

25,000株

保有者数 ２名
保有数 78個
目的である株式の数

78,000株
※１　株主総会決議日　平成22年６月18日
※２　株主総会決議日　平成24年６月15日
※３　株主総会決議日　平成25年６月14日

－ 11 －
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発行決議の日
(取締役会決議日)

平成26年７月31日
※４

新株予約権の数 113個

新株予約権の目的となる
株式の種類と数

当社普通株式
113,000株

新株予約権の発行価額 無償

新株予約権の行使時の払込金額 1,059円

新株予約権の行使期間 平成28年８月２日から
平成33年８月１日まで

新株予約権の行使の条件

新株予約権者が募集新株予
約権を放棄した場合には、
かかる募集新株予約権を行
使することができないもの
とする。

新株予約権の譲渡に関す
る事項

譲渡による募集新株予約
権の取得については、当社
取締役会の決議による承
認を要するものとする。

役員の保有
状 況

取 締 役
（社外取締
役を除く）

保有者数 －
保有数 －
目的である株式の数

－

社 外
取 締 役

保有者数 －
保有数 －
目的である株式の数

－

執 行 役
保有者数 ６名
保有数 113個
目的である株式の数

113,000株
※４　株主総会決議日　平成26年６月17日

②　当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。

－ 12 －
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⑶　会社役員の状況
①　取締役および執行役の状況（平成29年３月31日現在）

イ．取締役
氏 名 担当および重要な兼職の状況

鈴 　 木 　 　 　 喬 取締役会議長 兼代表執行役会長、指名委員、株式会社シャルダン監査役

＊ 恩 藏 直 人 指名委員長、監査委員、報酬委員長、早稲田大学理事、同大学商学学
術院教授、株式会社キングジム社外取締役

＊ 鈴 木 幹 一 指名委員

＊ 有 賀 文 宣 監査委員長、報酬委員、有賀文宣税理士事務所、クリナップ株式会社
社外監査役

＊ 宮 　 川 　 美 津 子 指名委員、監査委員、ＴＭＩ総合法律事務所パートナー、パナソニッ
ク株式会社社外監査役

＊ 渡 邊 紀 征 監査委員

鈴 木 貴 子 代表執行役社長、指名委員、株式会社シャルダン取締役

石 　 川 　 久 美 子 常務執行役、報酬委員

吉 澤 浩 一 執行役
（注）１．渡邊紀征氏は、平成28年６月15日開催の第69期定時株主総会において新たに選任され、就

任いたしました。
２．監査委員有賀文宣氏は、税理士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知

見を有しております。
３．上記＊印の取締役は社外取締役であります。
４．恩藏直人、有賀文宣、宮川美津子および渡邊紀征の各氏は、株式会社東京証券取引所が指定

を義務付ける独立役員として届け出ております。
５．当社は、監査委員会の職務を補助する監査委員会事務局が重要会議への出席等を通じて情報

収集を行っているとともに、監査委員が内部監査部門および執行役から定期的にヒアリング
等を行っていることで、監査の実効性を確保していることから、常勤の監査委員を選定して
おりません。

－ 13 －
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ロ．執行役
氏 名 地 位 担当および重要な兼職の状況

＊ 鈴 　 木 　 　 　 喬 代表執行役会長 経営全般担当、株式会社シャルダン監査役

＊ 鈴 木 貴 子 代表執行役社長 経営全般担当、株式会社シャルダン取締役

紺 　 田 　 　 　 司 常 務 執 行 役 事業本部統括担当 兼第１事業本部 本部長 兼第２
事業本部 本部長 兼第３事業本部 本部長

＊ 石 　 川 　 久 美 子 常 務 執 行 役 経営管理部門担当 兼製造部門担当

上 　 月 　 　 　 洋 常 務 執 行 役 営業部門担当

鹿 毛 康 司 執 行 役 エグゼクティブクリエイティブディレクター

北 原 雅 美 執 行 役 海外事業部 事業部長、ＮＳファーファ・ジャパン
株式会社社外取締役

＊ 吉 澤 浩 一 執 行 役 経営戦略部門担当 兼関係会社担当

辻 　 　 　 幹 　 夫 執 行 役 Ｒ＆Ｄ部門担当

早 坂 敬 一 執 行 役 海外営業部門担当 兼海外グループ会社統括担当
（注）１．上記＊印の執行役は、取締役を兼務しております。
　　　２．平成29年３月31日をもって、北原雅美氏は執行役を退任いたしました。

②　責任限定契約の内容の概要
　当社は取締役（業務執行取締役等である者を除く。）と、会社法第427条第１項の規定
に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、金700万円以上であらかじめ定めた金額と、
法令が定める額のいずれか高い額としております。

③　報酬委員会が決定した取締役および執行役が受ける個人別の報酬の内容の決定に関する方針
イ．基本方針

取締役および執行役の報酬については、当社の企業価値向上に資するための報酬体系を
原則としつつ、経営環境、業績、従業員に対する処遇との整合性等を考慮して適切な水準
を定めることを基本としております。特に執行役については、適正な業績評価を行うこと
により、当社の企業価値向上へのインセンティブとなる報酬であること、また、株主と利
益を共有した中長期のインセンティブが組み込まれている報酬であることを方針としてお
ります。

－ 14 －
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ロ．取締役報酬
取締役の報酬は、その主な職務が監督機能であることから固定金額として定め、当社の

業績状況および各取締役の職務内容に応じて、相当と思われる金額としております。なお、
原則として取締役への業績比例報酬および退職慰労金は支給いたしません。

ハ．執行役報酬
執行役の報酬は、以下のとおり、基本報酬と株式報酬（中長期インセンティブ報酬）の

２つからなるものとしております。
基本報酬は、職務の役割と責任に応じた基本報酬額をベースとし、各執行役の事業年度

ごとの業績結果・貢献度などを勘案し、所定の評定手順に従って基本報酬額の－５％から
＋15％までの範囲で算定した業績連動報酬を加算し、当社報酬委員会が決定いたします。

また、中長期インセンティブ報酬は、執行役が株主と利益を共有し中長期の視点で株価
や業績を意識した経営を行うことを目的に、報酬の一部を毎年の業績に連動したポイント
を付与し、退任時に累積ポイントに応じた株式を交付することとしております。

④　取締役および執行役の報酬等の額
（報酬委員会決議に基づく報酬）

区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額
取 締 役
（ う 　 ち 　 社 　 外 　 取 　 締 　 役 ）

9名
（5名）

37,200千円
（27,600千円）

執 行 役 10名 257,223千円

合 計 19名 294,423千円
（注）１．期末日現在の人員は、取締役兼執行役４名、取締役５名（うち社外取締役５名）、執行役６

名であります。
２．上記報酬等の額には、当事業年度に計上した役員株式給付引当金繰入額23,293千円（執行役

10名）、ストックオプションの当期費用計上額1,940千円（執行役６名）がそれぞれ含まれ
ております。

－ 15 －
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⑤　社外役員に関する事項
イ．他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係

・取締役恩藏直人氏は、早稲田大学理事および同大学商学学術院教授であります。当社は、
同大学との間には特別な関係はありません。

・取締役有賀文宣氏は、有賀文宣税理士事務所税理士であります。当社は、同事務所との
間には特別な関係はありません。

・取締役宮川美津子氏は、ＴＭＩ総合法律事務所パートナー弁護士であります。当社は、
同事務所との間には特別な関係はありません。

ロ．他の法人等の社外役員等としての重要な兼任の状況および当社と当該他の法人等との関係
・取締役恩藏直人氏は、株式会社キングジムの社外取締役であります。当社は、同社との

間には特別な関係はありません。
・取締役有賀文宣氏は、クリナップ株式会社の社外監査役であります。当社は、同社との

間には特別な関係はありません。
・取締役宮川美津子氏は、パナソニック株式会社の社外監査役であります。当社は、同社

との間には特別な関係はありません。
ハ．会社または特定関係事業者との関係に関する事項

・取締役鈴木幹一氏は、当社取締役会議長兼代表執行役会長鈴木喬氏の三親等以内の親族
であります。

ニ．当事業年度における主な活動状況
・取締役会および監査委員会への出席状況

取締役会（７回開催） 監査委員会（６回開催）

出 席 回 数 出 席 率 出 席 回 数 出 席 率

取 締 役 恩 藏 直 人 7回 100％ 6回 100％

取 締 役 鈴 木 幹 一 7回 100％ － －

取 締 役 有 賀 文 宣 7回 100％ 6回 100％

取 締 役 宮 　 川 　 美 津 子 7回 100％ 6回 100％

取 締 役 渡 邊 紀 征
（平成28年６月15日就任） 4回 100％ 4回 100％

・取締役会および監査委員会における発言状況
取締役恩藏直人氏は、主にマーケティングに関する学識経験者としての専門的見地か

ら当社の経営全般に対し意見を述べるなど、取締役会および監査委員会の意思決定の妥
当性・適正性を確保するための発言を行っております。

－ 16 －
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取締役鈴木幹一氏は、主にマーケティング実務の経験者としての専門的見地から当社
の経営全般に対し意見を述べるなど、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保する
ための発言を行っております。

取締役有賀文宣氏は、主に税理士としての専門的見地から当社の財務・経理面に対し
意見を述べるなど、取締役会および監査委員会の意思決定の妥当性・適正性を確保する
ための発言を行っております。

取締役宮川美津子氏は、主に弁護士としての専門的見地から法令や定款の遵守に係る
意見を述べるなど、取締役会および監査委員会の意思決定の妥当性・適正性を確保する
ための発言を行っております。

取締役渡邊紀征氏は、主に企業経営の経験者としての専門的見地から当社の経営全般
に対し意見を述べるなど、取締役会および監査委員会の意思決定の妥当性・適正性を確
保するための発言を行っております。

－ 17 －
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⑷　会計監査人の状況
①　名称　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

②　報酬等の額
当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 34,500千円
当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財
産上の利益の合計額 34,500千円

（注）１．上記報酬等の額につきましては、会計監査契約上、会社法に基づく会計監査に係る報酬の額
と金融商品取引法に基づく会計監査に係る報酬の額との区別を行っていないため、当事業年度
に係る会計監査人の報酬等の額は、監査報酬の全額を記載しております。

２．監査委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および報酬見積もり
の算出根拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬
等の額について同意の判断をいたしました。

③　非監査業務の内容
当社は、新日本有限責任監査法人に対して、公認会計士法第２条第１項に規定する業務以

外の業務を委託しておりません。

④　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した

場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定する
こととします。

また、監査委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると
認められる場合は、監査委員全員の合意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、
監査委員会が選定した監査委員は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監
査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

－ 18 －

会計監査人の状況
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⑤　責任限定契約の内容の概要
締結しておりません。

⑥　過去２年間に業務の停止の処分を受けた者に関する事項
当社の会計監査人である新日本有限責任監査法人は、平成27年12月22日、金融庁から、

契約の新規の締結に関する業務の停止３ヶ月（平成28年１月１日から同年３月31日まで）の
処分を受けました。同監査法人は、平成28年１月29日に金融庁に業務改善計画を提出し、監
査品質の向上と課題の抜本的解決のため、ガバナンス機能の強化、組織体制の変更、組織風
土の改革、および監査現場の改革等の施策を実施していること、当社に対する監査業務は適
正かつ厳格に遂行されていることを評価し、今後も同監査法人による継続的な監査を行うこ
とが最善との判断に至っております。

－ 19 －

会計監査人の状況
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⑸　業務の適正を確保するための体制
取締役、執行役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制、その

他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりでありま
す。
①　当社の監査委員会の職務を補助すべき取締役および使用人に関する事項

イ．監査委員会の職務を補助すべき独立部署として監査委員会事務局を設けることとしてお
　　ります。

ロ．監査委員会の職務を補助する取締役および使用人に関する規程を定め、監査委員会の職
　　務を補助すべき使用人は、監査委員会事務局に所属する使用人とし、事務局長１名と事務
　　局員若干名を置くこととしております。

ハ．監査委員会の職務を補助すべき取締役１名を選任することとしております。

②　前①の取締役および使用人の当社の執行役からの独立性に関する事項
イ．監査委員会の職務を補助する取締役および使用人に関する規程を定め、当該使用人の人

　　事異動ならびに考課につき、あらかじめ監査委員会の同意を要することとしております。

③　当社の監査委員会の職務を補助すべき取締役および使用人に対する指示の実効性の確保に
　　　関する事項

イ．監査委員会の職務を補助する取締役および使用人に関する規程を定め、指示の実効性を
　　確保することとしております。

ロ．監査委員会事務局に所属する使用人については、監査委員会の指示を実効的に遂行でき
　　るだけの知識および能力をもった使用人を置くこととしております。

－ 20 －

業務の適正を確保するための体制
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④　次に掲げる体制その他の当社の監査委員会への報告に関する体制
イ．当社の取締役（監査委員である取締役を除く。）、執行役および使用人が当社の監査委

　　員会に報告をするための体制その他の監査委員会への報告に関する体制
ⅰ．監査委員会に対する報告に関する規程を定め、下記の事項につき報告することとして

　　おります。
・執行役会で決議された事項
・当社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項
・当社の業務または業績に影響を与える重要な事項
・毎月の経営の状況として別途定める内容
・内部監査内容等社内規程に規定された事項

ⅱ．ⅰの報告は、ⅰの規程に基づき、執行役が直接もしくは監査委員会事務局を通じて定
　　期的に、また必要により随時、書面により報告することとしております。

ⅲ．取締役（監査委員である取締役を除く。）、執行役および使用人は、監査委員会また
　　は監査委員会が選定した監査委員からその職務の執行に関する事項について報告を求め
　　られたときは、速やかに適切な報告を行うものとしております。
ロ．当社の子会社の取締役、監査役その他これらの者に相当する者および使用人またはこれ

　　らの者から報告を受けた者（以下、この号において「子会社取締役等」という。）が当社
　　の監査委員会に報告をするための体制

ⅰ．関係会社管理規程を定め、下記の事項につき報告することとしております。
・関係会社の取締役会で決議された事項
・関係会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項
・関係会社の業務または業績に影響を与える重要な事項
・関係会社の毎月の経営の状況として別途定める内容
・関係会社に関する内部監査内容等社内規程に規定された事項

ⅱ．子会社取締役等または当社の執行役および使用人は、監査委員会または監査委員会が
　　選定した監査委員から子会社に関する事項について報告を求められたときは、速やかに
　　適切な報告を行うものとしております。

－ 21 －

業務の適正を確保するための体制
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⑤　前④の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確
　　　保するための体制

イ．監査委員会に対する報告に関する規程を定め、監査委員会または監査委員会が選定した
　　監査委員に報告した者は、当社ならびに執行役および使用人等から当該報告をしたことを
　　理由としたいかなる不利益も受けないものとしております。

ロ．当社ならびに執行役および使用人等は、監査委員会または監査委員会が選定した監査委
　　員に報告した者に対して、当該報告をしたことを理由としたいかなる不利益も加えてはな
　　らないこととしております。

⑥　当社の監査委員の職務の執行（監査委員会の職務の執行に関するものに限る。）について
生ずる費用の前払または償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用または債
務の処理に係る方針に関する事項

イ．監査委員の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針として、職務の
　　執行について生ずる費用を請求するときは、当該請求に係る費用が職務の執行に必要でな
　　いと認められる場合を除き、これを拒むことはできず、着手金等の前払、および事後的に
　　発生した費用等の償還その他の当該職務の執行について生ずる費用の処理についても同様
　　とすることとしております。

⑦　その他当社の監査委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ．内部監査部門と連携し、監査委員による往査の実施に努めることとしております。
ロ．定期的に代表執行役および監査法人との意見交換の実施に努めることとしております。

⑧　当社の執行役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するため
　　　の体制

イ．コンプライアンス体制の基礎として、コンプライアンス規程を定めることとしております。
ロ．コンプライアンス体制の構築のため、コンプライアンス委員会を設置し、規程の整備を

　　行うこととしております。
ハ．当社グループとしてのコンプライアンスの取り組みの推進に努めることとしております。
ニ．内部通報制度にかかる規程を制定し、ヘルプラインを設置することとしております。
ホ．反社会的勢力の不当な要求に対して毅然とした態度で対応し、一切の関わりを排除する

　　こととしております。
ヘ．コンプライアンス委員会は、当社グループのコンプライアンス体制の推進のために、コ

　　ンプライアンス活動計画の承認と活動状況の確認、コンプライアンスに関する教育および
　　啓蒙活動等の実施に努めることとしております。

－ 22 －

業務の適正を確保するための体制
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⑨　当社の執行役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
イ．文書管理規程を定めることとしております。
ロ．執行役の職務執行に係る情報の保管・管理に関するルール化を推進し、情報の保存・管

　　理を適切に行うことに努めることとしております。
ハ．監査委員会または監査委員会が選定する監査委員が求めたときは、執行役はいつでも当

　　該文書を閲覧または謄写に供することとしております。

⑩　当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ．グループ横断的な体制として当社グループ共通のリスク管理規程を定め、各社に責任者

　　を置くこととしております。
ロ．当社グループとしてのリスク管理委員会を設置し、リスク管理体制整備の推進とリスク

　　発生時の対応のルール化に努めることとしております。
ハ．執行役は、当社グループにおいてリスク管理に関する重要な事項を発見した場合、監査

　　委員会に対して報告することとしております。
ニ．リスク管理委員会は、特定のリスクへの対応のため、特別委員会を設けることができる

　　こととしております。特別委員会として「ＰＬ委員会」「コンプライアンス委員会」「情
　　報セキュリティ委員会」を設置することとしております。

ホ．リスク管理委員会は、その活動につき、代表執行役、執行役会ならびに監査委員会に報
　　告することとしております。

⑪　当社の執行役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ．当社の取締役は経営の迅速化、監督機能の強化など経営機能に専念し、取締役会は経営

　　の執行方針、法令で定められた事項やその他経営に関する重要事項を決定し、業務執行状
　　況を監督することとしております。

ロ．執行役に委任した業務分掌および権限について明確にするために、執行役の職務分掌お
　　よび権限に関する規程を定めることとしております。また、経営上の重要事項については、
　　定期的に開催する執行役会において各執行役が協議のうえ決定することとしております。

ハ．財務報告の適正性を確保するために必要な内部統制体制を整備することとしております。

－ 23 －

業務の適正を確保するための体制
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⑫　次に掲げる体制その他の当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保す
　　　るための体制

イ．当社の子会社の取締役その他これらの者に相当する者（以下、「子会社の取締役等」と
　　いう。）の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

ⅰ．関係会社管理規程に基づく各種報告を求めることとしております。
ⅱ．当社グループ会社に対する内部監査部門による監査の実施に努め、必要により、監査

　　委員による往査の実施に努めることとしております。
ロ．当社の子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

ⅰ．グループ横断的な体制として当社グループ共通のリスク管理規程を定め、各社に責任
　　者を置くこととしております。

ⅱ．当社グループとしてのリスク管理委員会を設置し、リスク管理体制整備の推進とリス
　　ク発生時の対応のルール化に努めることとしております。

ⅲ．子会社を担当する執行役は、当社グループにおいてリスク管理に関する重要な事項を
　　発見した場合、監査委員会に対して報告することとしております。

ⅳ．リスク管理委員会は、特定のリスクへの対応のため、特別委員会を設けることができ
　　ることとしております。特別委員会として「ＰＬ委員会」「コンプライアンス委員会」
　　「情報セキュリティ委員会」を設置することとしております。

ⅴ．リスク管理委員会は、その活動につき、代表執行役、執行役会ならびに監査委員会に
　　報告することとしております。
ハ．当社の子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

ⅰ．関係会社管理規程に基づき、各社の位置づけや規模に応じた適切な子会社管理および
　　支援を行うことにより当社グループ会社における職務執行の効率化を図ることとしてお
　　ります。
ニ．当社の子会社の取締役等および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを

　　確保するための体制
ⅰ．子会社の取締役および使用人が法令・定款および当社グループの経営理念を遵守した

　　行動をとるため、コンプライアンス体制の構築を推進することとしております。
ⅱ．コンプライアンス体制の構築のため、コンプライアンス委員会を設置し、規程の整備

　　を行うこととしております。
ⅲ．当社グループとしてのコンプライアンスの取り組みの推進に努めることとしておりま

　　す。
ⅳ．内部通報制度にかかる規定を制定し、ヘルプラインを設置することとしております。
ⅴ．反社会的勢力の不当な要求に対して毅然とした態度で対応し、一切の関わりを排除す

　　ることとしております。

－ 24 －

業務の適正を確保するための体制
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ホ．その他の当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
ⅰ．当社グループとして倫理基準を定め、遵守に努めることとしております。

上記業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は次のとおりです。
＜監査体制＞

監査委員会は定期的に開催され、「監査委員会に対する報告に関する規程」に定める事
項について報告を受ける他、執行役および使用人が月次報告書により監査委員会に対して
報告しております。この内容には、グループ会社の状況についても含んでおります。なお、
監査委員は内部監査部門と連携し監査計画に基づき、往査を実施しました。内部監査部門
も監査計画に基づき、グループ会社を含む監査を実施しました。
＜法令遵守体制＞

コンプライアンス委員会は定期的に開催され、当社および子会社のコンプライアンス活
動計画の承認と活動状況を確認し、コンプライアンスに関する教育および啓蒙活動を実施
することで、コンプライアンス体制を推進しました。その活動については、速やかに監査
委員会に対し報告されています。
＜リスク管理体制＞

リスク管理委員会は定期的に開催され、当社および子会社のリスク管理体制整備の推進
とリスク発生時の対応のルール化を実施しました。ＰＬ委員会は定期的に開催され、品質
の保証および製造物責任に関する事項について審議、情報交換し、よりよい製造体制を推
進しました。情報セキュリティ委員会は定期的に開催され、情報管理体制に関する事項に
ついて審議、情報交換し、情報セキュリティについての意識向上を推進しました。これら
の活動については、速やかに監査委員会に対し報告されています。
＜経営管理体制＞

当社の取締役会は、指名委員会等設置会社として、経営の執行方針やその他経営に関す
る重要事項を決定し、業務執行状況を監督しています。

－ 25 －

業務の適正を確保するための体制
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⑹　剰余金の処分の内容および理由
①　剰余金の配当等に関する方針

当社の利益配分に関する基本方針は、次のとおりであります。
持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のために、戦略的な投資（商品開発、効果的な

プロモーション、設備投資等）を行うための内部留保を確保するとともに、配当につきまし
ては安定配当を基本方針としながら、業績に連動した配当政策を進めていく考えです。

②　期末配当に関する事項
期末配当につきましては、上記の基本方針と、株主各位への利益還元の観点から、下記の

とおりといたします。
イ．配当財産の種類

金銭といたします。
ロ．配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき12円、配当総額265,163千円といたします。この結果、当期の
配当金は、中間配当金（１株につき12円）を含めまして前期に対し２円増配の１株につき
24円となります。

ハ．剰余金の配当が効力を生じる日
平成29年５月31日といたします。

③　その他の剰余金の処分に関する事項
該当事項はありません。

⑺　会社の支配に関する基本方針
定めておりません。

－ 26 －

剰余金の処分の内容および理由、会社の支配に関する基本方針
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成29年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
長 期 貸 付 金
退 職 給 付 に 係 る 資 産
繰 延 税 金 資 産
そ の 他

22,466,586
11,438,820
5,220,476
3,939,709

266,133
866,762
413,774
324,859
△3,950

15,991,567
8,001,133
3,144,828
1,063,667

143,552
3,095,974

553,110
333,867

7,656,567
6,514,815

14,611
102,912
10,824

1,013,403

流 動 負 債 9,666,172
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 2,158,572
電 子 記 録 債 務 2,937,102
リ ー ス 債 務 162,774
未 払 金 2,405,218
未 払 費 用 754,050
未 払 法 人 税 等 679,687
未 払 消 費 税 等 378,977
返 品 調 整 引 当 金 108,200
営 業 外 電 子 記 録 債 務 19,943
そ の 他 61,644

固 定 負 債 2,979,692
リ ー ス 債 務 434,612
繰 延 税 金 負 債 718,476
再評価に係る繰延税金負債 262,175
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 127,341
役 員 株 式 給 付 引 当 金 40,178
退 職 給 付 に 係 る 負 債 1,201,015
そ の 他 195,891

負 債 合 計 12,645,864
純 資 産 の 部

株 主 資 本 23,662,053
資 本 金 7,065,500
資 本 剰 余 金 7,067,815
利 益 剰 余 金 11,015,855
自 己 株 式 △1,487,116

その他の包括利益累計額 1,461,729
その他有価証券評価差額金 2,378,520
土 地 再 評 価 差 額 金 △537,202
為 替 換 算 調 整 勘 定 △354,368
退職給付に係る調整累計額 △25,219

新 株 予 約 権 46,185
非 支 配 株 主 持 分 642,321
純 資 産 合 計 25,812,289

資 産 合 計 38,458,154 負 債 純 資 産 合 計 38,458,154

－ 27 －
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連 結 損 益 計 算 書
(平成28年 4 月 1 日から)平成29年 3 月31日まで

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 45,957,946
売 上 原 価 27,473,378

売 上 総 利 益 18,484,567
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 15,630,337

営 業 利 益 2,854,230
営 業 外 収 益

受 取 利 息 7,454
受 取 配 当 金 98,697
仕 入 割 引 144,095
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 24,649
為 替 差 益 169,118
そ の 他 149,730 593,747

営 業 外 費 用
支 払 利 息 196
売 上 割 引 520,951
そ の 他 24,301 545,449
経 常 利 益 2,902,528

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 994
投 資 有 価 証 券 売 却 益 3,545
新 株 予 約 権 戻 入 益 4,705 9,244

特 別 損 失
固 定 資 産 除 売 却 損 10,995
減 損 損 失 130,229
退 職 給 付 制 度 終 了 損 18,986
そ の 他 213 160,425
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 2,751,347
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 873,140
法 人 税 等 調 整 額 △67,390 805,749
当 期 純 利 益 1,945,597
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 128,550
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 1,817,046

－ 28 －

連結損益計算書
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連結株主資本等変動計算書
(平成28年 4 月 1 日から)平成29年 3 月31日まで

(単位：千円)
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計
当 期 首 残 高 7,065,500 7,067,815 9,738,590 △1,734,231 22,137,673
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △504,192 △504,192
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 1,817,046 1,817,046

自 己 株 式 の 取 得 △610 △610
自 己 株 式 の 処 分 △35,593 247,725 212,132
合 併 に よ る 増 加 2 2
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 - - 1,277,264 247,115 1,524,379
当 期 末 残 高 7,065,500 7,067,815 11,015,855 △1,487,116 23,662,053

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
新株予約権 非支配株主

持　　　分 純資産合計その他有価証
券評価差額金

土地再評価
差　額　金

為替換算
調整勘定

退職給付に
係 る 調 整
累 計 額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当 期 首 残 高 1,482,325 △537,202 △287,209 △20,372 637,540 75,130 645,505 23,495,850
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △504,192
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 1,817,046

自 己 株 式 の 取 得 △610
自 己 株 式 の 処 分 212,132
合 併 に よ る 増 加 2
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) 896,194 △67,159 △4,846 824,188 △28,945 △3,183 792,059

当 期 変 動 額 合 計 896,194 - △67,159 △4,846 824,188 △28,945 △3,183 2,316,439
当 期 末 残 高 2,378,520 △537,202 △354,368 △25,219 1,461,729 46,185 642,321 25,812,289

－ 29 －

連結株主資本等変動計算書
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貸　借　対　照　表
（平成29年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産
借 地 権
商 標 権
著 作 権
ソ フ ト ウ エ ア
ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定
電 話 加 入 権

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
従 業 員 に 対 す る 長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
敷 金 及 び 保 証 金
生 命 保 険 積 立 金
前 払 年 金 費 用
そ の 他

18,955,072
9,193,082
4,809,779
3,706,417

38,392
588,847
170,188
346,280
106,224
△4,140

16,485,860
7,680,958
2,999,361

112,460
943,949

1,194
99,695

2,971,185
553,110
331,969
12,939
2,732
1,200

299,977
3,783

11,336
8,472,932
6,091,715
1,270,727

10
14,611
62,822

553,408
373,842
102,193

3,600

流 動 負 債 9,119,471
支 払 手 形 84,236
買 掛 金 1,985,602
リ ー ス 債 務 162,774
電 子 記 録 債 務 2,937,102
未 払 金 2,292,974
未 払 費 用 561,700
未 払 法 人 税 等 554,622
未 払 消 費 税 等 352,643
預 り 金 25,232
返 品 調 整 引 当 金 108,000
設 備 関 係 支 払 手 形 7,200
営 業 外 電 子 記 録 債 務 19,943
そ の 他 27,437

固 定 負 債 2,791,253
リ ー ス 債 務 434,612
繰 延 税 金 負 債 656,798
再評価に係る繰延税金負債 262,175
退 職 給 付 引 当 金 1,074,254
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 127,341
役 員 株 式 給 付 引 当 金 40,178
そ の 他 195,891

負 債 合 計 11,910,724
純 資 産 の 部

株 主 資 本 21,643,660
資 本 金 7,065,500
資 本 剰 余 金 7,067,815
資 本 準 備 金 7,067,815

利 益 剰 余 金 8,997,462
利 益 準 備 金 549,835
そ の 他 利 益 剰 余 金 8,447,627

買 換 資 産 圧 縮 積 立 金 26,958
別 途 積 立 金 3,600,000
繰 越 利 益 剰 余 金 4,820,668

自 己 株 式 △1,487,116
評 価 ・ 換 算 差 額 等 1,840,361

その他有価証券評価差額金 2,377,564
土 地 再 評 価 差 額 金 △537,202

新 株 予 約 権 46,185
純 資 産 合 計 23,530,207

資 産 合 計 35,440,932 負 債 純 資 産 合 計 35,440,932

－ 30 －

貸借対照表
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損　益　計　算　書
(平成28年 4 月 1 日から)平成29年 3 月31日まで

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 42,846,698
売 上 原 価 26,089,421

売 上 総 利 益 16,757,276
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 14,596,834

営 業 利 益 2,160,442
営 業 外 収 益

受 取 利 息 5,249
受 取 配 当 金 376,733
仕 入 割 引 144,095
雑 収 入 106,596 632,674

営 業 外 費 用
売 上 割 引 449,580
雑 支 出 21,818 471,399
経 常 利 益 2,321,717

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 826
投 資 有 価 証 券 売 却 益 3,545
新 株 予 約 権 戻 入 益 4,705 9,076

特 別 損 失
固 定 資 産 除 売 却 損 10,447
減 損 損 失 130,229
退 職 給 付 制 度 終 了 損 18,986
そ の 他 213 159,877
税 引 前 当 期 純 利 益 2,170,916
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 644,094
法 人 税 等 調 整 額 △42,618
当 期 純 利 益 1,569,439

－ 31 －

損益計算書
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株主資本等変動計算書
(平成28年 4 月 1 日から)平成29年 3 月31日まで

(単位：千円)
株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合 計資本準備金 資本剰余金

合 計
利 　 益
準 備 金

その他利益剰余金 利益剰余金
合 計買 換 資 産

圧縮積立金
別 　 途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 7,065,500 7,067,815 7,067,815 549,835 27,883 3,600,000 3,790,089 7,967,807 △1,734,231 20,366,891
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △504,192 △504,192 △504,192
当 期 純 利 益 1,569,439 1,569,439 1,569,439
自己株式の取得 △610 △610
自己株式の処分 △35,593 △35,593 247,725 212,132
買 換 資 産 圧 縮
積 立 金 の 取 崩 △925 925 - -
株主資本以外の
項目の当期変動
額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 - - - - △925 - 1,030,579 1,029,654 247,115 1,276,769
当 期 末 残 高 7,065,500 7,067,815 7,067,815 549,835 26,958 3,600,000 4,820,668 8,997,462 △1,487,116 21,643,660

評 価 ・ 換 算 差 額 等
新 株 予 約 権 純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金
土 地 再 評 価
差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 1,480,858 △537,202 943,656 75,130 21,385,678
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △504,192
当 期 純 利 益 1,569,439
自己株式の取得 △610
自己株式の処分 212,132
買 換 資 産 圧 縮
積 立 金 の 取 崩 -
株主資本以外の
項目の当期変動
額 ( 純 額 )

896,705 896,705 △28,945 867,759

当 期 変 動 額 合 計 896,705 - 896,705 △28,945 2,144,529
当 期 末 残 高 2,377,564 △537,202 1,840,361 46,185 23,530,207

－ 32 －

株主資本等変動計算書
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成29年５月11日

エステー株式会社
取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 江 口 泰 志 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐 藤 武 男 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、エステー株式会社の平成28年４月１日から平成
29年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株
主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて
合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。
監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評
価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので
はないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会
計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の
表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、エステー株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び
損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上

－ 33 －

連結計算書類に係る会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成29年５月11日

エステー株式会社
取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 江 口 泰 志 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐 藤 武 男 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、エステー株式会社の平成28年４月１日か
ら平成29年３月31日までの第70期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本
等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及び
その附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明
細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監
査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施
することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続
が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性につ
いて意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切
な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見
積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての
重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上

－ 34 －

計算書類に係る会計監査報告
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監査委員会の監査報告
監　査　報　告　書

当監査委員会は、平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第70期事業年度における
取締役及び執行役の職務の遂行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のと
おり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
監査委員会は、会社法第416条第１項第１号ロ及びホに掲げる事項に関する取締役会決議

の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及
び執行役並びに使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に
応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
①監査委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制に関わる部門と連

携の上、重要な会議に出席し、取締役及び執行役等からその職務の遂行に関する事項の報
告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所
において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役、
監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けま
した。

②財務報告に係る内部統制については、執行役等及び新日本有限責任監査法人から当該内部
統制の評価及び監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証す
るとともに、会計監査人からその職務の遂行状況について報告を受け、必要に応じて説明
を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するため
の体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平
成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて
説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸
借対照表､損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに
連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注
記表）について検討いたしました。

－ 35 －

監査委員会の監査報告
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２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示してい
るものと認めます。

②　取締役及び執行役の職務の遂行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する
重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当
該内部統制システムに関する事業報告の記載内容並びに取締役及び執行役の職務の遂
行についても、財務報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年５月17日
エステー株式会社　監査委員会

監査委員 有 賀 文 宣 ㊞
監査委員 恩 藏 直 人 ㊞
監査委員 宮 　 川 　 美 津 子 ㊞
監査委員 渡 邊 紀 征 ㊞

（注）　監査委員は、全員、会社法第２条第15号及び第400条第３項に規定する社外取締役であります。

以　上

－ 36 －

監査委員会の監査報告
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株主総会参考書類

議案　取締役９名選任の件
本株主総会終結の時をもって取締役９名全員が任期満了となります。つきましては指名委

員会の決議に基づき、取締役９名の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
の番号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

１

すず
鈴

 
　

き
木

 
　

 
　

 
　

たかし
喬

（昭和10年１月18日）
【再任】

昭和59年４月 日本生命保険相互会社 総合法人業務部次長

675,600株

昭和60年３月 当社入社
昭和61年９月 同取締役 企画部長
平成３年２月 同常務取締役 管理担当
平成９年９月 同専務取締役
平成10年９月 同代表取締役社長 兼営業本部長
平成14年８月 同代表取締役社長 兼最高業務執行役員
平成16年６月 同取締役会議長 兼代表執行役社長
平成19年４月 同取締役会議長 兼執行役
平成19年６月 同取締役会会長 兼執行役グループ戦略担当
平成21年４月 同取締役会会長 兼代表執行役社長
平成24年４月 同取締役会会長 兼代表執行役
平成24年５月 株式会社シャルダン監査役（現任）
平成24年６月 当社取締役会議長 兼代表執行役会長

（現任）
当社における担当

指名委員
重要な兼職の状況

株式会社シャルダン監査役
■取締役候補者とした理由等
　同氏は、昭和60年当社入社以来、常務取締役、専務取締役、代表取締
役（執行役）社長等を経て、平成24年から取締役会議長および、代表執
行役会長（現職）を務めるなど、経営経験が豊富な人物であります。経
営の監督の実効性を期待するものとして、引き続き取締役候補者といた
しました。

－ 37 －

取締役選任議案



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2017/05/22 17:07:33 / 16266544_エステー株式会社_招集通知（Ｃ）

候補者
の番号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

２

おん
恩

 
　

ぞう
藏

 
　

なお
直

 
　

と
人

（昭和34年１月29日）
【再任】
【社外】

【独立役員】

昭和62年４月 早稲田大学商学部助手

－

平成８年４月 同大学商学部教授
平成16年９月 同大学商学学術院教授（現任）
平成20年９月 同大学商学学術院長 兼商学部長
平成22年６月 当社社外取締役（現任）
平成
平成

25
27

年
年

４
９

月
月

早稲田大学理事（現任）
株式会社キングジム社外取締役（現任）

当社における担当
指名委員長、監査委員、報酬委員長

重要な兼職の状況
早稲田大学理事、同大学商学学術院教授、株式会社キン
グジム社外取締役
■社外取締役候補者とした理由等
　同氏は、マーケティング戦略の第一人者であることを活かして、幅広
い実績と見識に基づいた判断ができる人物であります。また、取締役と
して独立した客観的な立場から、経営の監督の実効性を期待するものと
して、引き続き社外取締役候補者といたしました。

３

すず
鈴

 
　

き
木

 
　

かん
幹

 
　

いち
一

（昭和32年３月16日）
【再任】
【社外】

昭和
平成
平成
平成

54
12
18
21

年
年
年
年

４
４
４
６

月
月
月
月

株式会社読売広告社入社
同第６営業局第２部部長
同本社営業統括補佐
当社社外取締役（現任） 500,000株

当社における担当
指名委員
■社外取締役候補者とした理由等
　同氏は、主に広告業界における経験・見識を活かして、当社のマーケ
ティングに対する専門的な判断が期待できる人物であります。また、取
締役として独立した客観的な立場から、経営の監督の実効性を期待する
ものとして、引き続き社外取締役候補者といたしました。

－ 38 －

取締役選任議案
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候補者
の番号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

４

みや
宮

 
　

がわ
川

 
　

み
美

つ
津

こ
子

（昭和35年２月13日）
【再任】
【社外】

【独立役員】

昭和61年４月 弁護士登録 西村眞田法律事務所（現西
村あさひ法律事務所）入所

－

平成２年10月 ＴＭＩ総合法律事務所入所
平成６年３月 米国ニューヨーク州弁護士資格取得
平成７年４月 ＴＭＩ総合法律事務所パートナー（現任）
平成17年４月 慶應義塾大学法科大学院講師（現任）
平成20年６月 当社社外取締役
平成

平成
平成

24

27
28

年

年
年

４

６
６

月

月
月

ユニリーバ・ジャパン・ホールディング
ス株式会社監査役
当社社外取締役（現任）
パナソニック株式会社社外監査役（現任）

当社における担当
指名委員、監査委員

重要な兼職の状況
ＴＭＩ総合法律事務所パートナー、パナソニック株式会
社社外監査役
■社外取締役候補者とした理由等
　同氏は、主に弁護士としての経験を活かして、経営において高度な法
律的見地からの判断が期待できる人物であります。また、取締役として
独立した客観的な立場から、経営の監督の実効性を期待するものとして
引き続き社外取締役候補者といたしました。

－ 39 －

取締役選任議案
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候補者
の番号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

５

わた
渡

 
　

なべ
邊

 
　

のり
紀

 
　

ゆき
征

（昭和15年10月10日）
【再任】
【社外】

【独立役員】

昭和38年４月 野村證券株式会社入社

1,000株

昭和43年３月 株式会社西友ストアー（現合同会社西
友）入社

昭和57年５月 同取締役
平成７年５月 株式会社ファミリーマート 代表取締役

専務取締役
平成８年５月 同代表取締役副社長
平成９年10月 株式会社西友（現合同会社西友） 代表

取締役社長
平成13年２月 同代表取締役会長
平成13年５月 日本チェーンストア協会会長
平成17年７月 株式会社西友 取締役会議長 代表執行役

ＣＥＯ
平成20年５月 株式会社スギ薬局 社外取締役
平成22年５月 スギホールディングス株式会社 社外取締役
平成28年６月 当社社外取締役（現任）

当社における担当
監査委員
■社外取締役候補者とした理由等
　同氏は、主に企業経営者としての経験・見識を活かして、当社の経営
全般に対する的確な判断が期待できる人物であります。また、取締役と
して独立した客観的な立場から、経営の監督の実効性を期待するものと
して、引き続き社外取締役候補者といたしました。

－ 40 －

取締役選任議案
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候補者
の番号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

６

すぎ
杉

 
　

やま
山

 
　

かず
一

 
　

お
雄

（昭和35年６月10日）
【新任】
【社外】

【独立役員】

昭和58年10月 ピート・マーウィック・ミッチェル会計
士事務所（現ＫＰＭＧ）入所

－

昭和62年８月 公認会計士登録
平成７年８月 淺井・杉山公認会計士事務所 代表（現任）
平成８年１月 興亜監査法人 代表社員
平成13年７月 九段監査法人（現清陽監査法人） 代表社員

（現任）
平成17年２月 税理士登録

重要な兼職の状況
淺井・杉山公認会計士事務所代表、清陽監査法人代表社員
■社外取締役候補者とした理由等
　同氏は、主に公認会計士・税理士としての経験を活かして、当社の経
理・財務面での専門的な判断が期待できる人物であります。また、取締
役として独立した客観的な立場から、経営の監督の実効性を期待するも
のとして、新たに社外取締役候補者といたしました。

－ 41 －

取締役選任議案
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候補者
の番号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

７

すず
鈴

 
　

き
木

 
　

たか
貴

 
　

こ
子

（昭和37年３月５日）
【再任】

昭和59年４月 日産自動車株式会社入社

446,088株

平成13年８月 ＬＶＪグループ株式会社（現ルイ・ヴィ
トン・ジャパン株式会社）入社

平成21年４月 株式会社シャルダン代表取締役
平成
平成

22
22

年
年

１
３

月
月

当社入社
同製造部門付マネージャー

平成22年４月 同執行役 カスタマー・サービス部門担
当 兼フレグランス・デザイン担当 兼新
規事業担当

平成22年10月 同執行役 コーポレートスタッフ部門副
部門長（経営企画担当）兼フレグラン
ス・デザイン担当

平成23年４月 同執行役 グループ事業戦略担当 兼フレ
グランス・デザイン担当

平成23年６月 同取締役 兼執行役 グループ事業戦略担
当 兼フレグランス・デザイン担当

平成24年４月 同取締役 兼執行役 グローバルマーケテ
ィング部門 特命担当

平成25年４月 同取締役 兼代表執行役社長（現任）
平成25年５月 株式会社シャルダン取締役（現任）

当社における担当
指名委員

重要な兼職の状況
株式会社シャルダン取締役
■取締役候補者とした理由等
　同氏は、平成22年当社入社以来、製造部門付マネージャー、カスタマ
ー・サービス部門およびフレグランス・デザイン担当執行役等を経て、
平成25年から代表執行役社長（現職）を務めるなど、様々な業務経験が
豊富な人物であります。経営の監督の実効性を期待するものとして、引
き続き取締役候補者といたしました。

－ 42 －

取締役選任議案
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候補者
の番号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

８

いし
石

 
　

かわ
川

 
　

く
久

み
美

こ
子

（昭和30年11月８日）
【再任】

昭和60年11月 当社入社

24,100株

平成13年９月 同総務・法務グループマネージャー
平成16年８月 同法務・内部統制グループマネージャー
平成19年５月 同コーポレートスタッフ部門 シニアエ

グゼクティブスタッフ 兼法務グループ
マネージャー

平成21年10月 同執行役 ＣＳＲ推進担当 兼法務グルー
プ担当 兼法務グループマネージャー

平成23年６月 同執行役 カスタマー・サービス部門担
当 兼法務担当 兼コーポレートスタッフ
部門 部門長代行 兼法務グループマネー
ジャー

平成24年４月 同執行役 経営統括部門 経営管理本部長
平成24年５月 ＮＳファーファ・ジャパン株式会社社外

取締役
平成25年４月 当社執行役 経営管理部門担当
平成26年４月 同常務執行役 経営管理部門担当 兼製造

部門担当
平成26年６月 同取締役 兼常務執行役 経営管理部門担

当 兼製造部門担当
平成29年４月 同取締役 兼常務執行役 経営管理部門担

当 兼関係会社担当（現任）
当社における担当

報酬委員
■取締役候補者とした理由等
　同氏は、昭和60年当社入社以来、主に総務・法務等管理部門に所属
し、総務・法務グループマネージャー、ＣＳＲ推進担当、製造部門担当
執行役等を経て、現在では、経営管理部門担当および関係会社担当常務
執行役を務めるなど、豊富な経験を有している人物であります。経営の
監督の実効性を期待するものとして、引き続き取締役候補者といたしま
した。

－ 43 －

取締役選任議案
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候補者
の番号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

９

よし
吉

 
　

ざわ
澤

 
　

こう
浩

 
　

いち
一

（昭和37年10月26日）
【再任】

昭和60年４月 当社入社

1,500株

平成19年４月 同財務・総務グループマネージャー
平成21年４月 同経営企画グループマネージャー
平成22年４月 同コーポレートスタッフ部門 副部門長 

兼経営企画グループマネージャー
平成24年４月 同経営統括部門 経営管理本部副本部長 

兼経営企画グループマネージャー
平成25年４月 同経営企画グループマネージャー
平成26年４月 同執行役 経営戦略部門担当 兼関係会社

担当 兼経営企画グループマネージャー
平成26年６月 同取締役 兼執行役 経営戦略部門担当 

兼関係会社担当
平成29年４月 同取締役 兼執行役 経営戦略部門担当 

兼製造部門担当 （現任）
■取締役候補者とした理由等
　同氏は、昭和60年当社入社以来、主に財務、経営企画部門に所属し、
経営企画グループマネージャー、コーポレートスタッフ部門副部門長、
関係会社担当執行役等を経て、現在では、経営戦略部門担当および製造
部門担当執行役を務めるなど、豊富な経験を有している人物でありま
す。経営の監督の実効性を期待するものとして、引き続き取締役候補者
といたしました。

（注）１．各候補者と当社との間にはいずれも特別の利害関係はありません。
２．恩藏直人、鈴木幹一、宮川美津子、渡邊紀征および杉山一雄の各氏は、社外取締役候補者であります。
３．恩藏直人、鈴木幹一、宮川美津子および杉山一雄の各氏につきましては、社外役員以外の方法で会

社経営に関与したことはありませんが、前述の理由により社外取締役として職務を適切に遂行するこ
とができると判断いたしました。

４．社外取締役候補者の就任年数
⑴　恩藏直人氏は、現在当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は本定時株主

総会終結の時をもって７年となります。
⑵　鈴木幹一氏は、現在当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は本定時株主

総会終結の時をもって８年となります。
⑶　宮川美津子氏は、現在当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は本定時株

主総会終結の時をもって延べ５年となります（同氏は、平成20年６月から平成23年６月までにお
いて、当社の社外取締役を務めておりました）。

－ 44 －
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⑷　渡邊紀征氏は、現在当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は本定時株主
総会終結の時をもって１年となります。

５．当社は、社外取締役候補者恩藏直人、同鈴木幹一、同宮川美津子および同渡邊紀征の各氏との間
で、現任社外取締役として、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償
責任を限定する契約を締結しております。各氏の再任が承認された場合、当社は各氏との間の責任限
定契約を継続する予定であります。なお、社外取締役候補者杉山一雄氏につきましては、同氏の選任
が承認された場合、当社は同氏との間に同様の当該責任限定契約を締結する予定であります。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、金700万円以上であらかじめ定めた金額と、法令が定
める額のいずれか高い額としております。

６．社外取締役候補者鈴木幹一氏は、当社取締役会議長兼代表執行役会長鈴木喬氏の三親等以内の親族
であります。

７．社外取締役候補者恩藏直人、同宮川美津子、同渡邊紀征および同杉山一雄の各氏は、株式会社東京
証券取引所が指定を義務付ける独立役員の要件を満たしており、独立役員として届け出ている、また
は、届け出る予定です。

以　上

－ 45 －
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ホームページのご案内

　｢空気をかえよう｣ を企業スローガンに掲げる当社をよりご理解いただくために、当社製品の情
報を中心とした”製品情報サイト”と当社の事業活動を中心とした”企業情報サイト”を開設し
ております。ぜひ、ご覧ください。

製品情報サイト

　製品情報サイトでは、消臭芳香剤・防虫剤・
除湿剤などの製品情報をはじめ、暮らしに役立
つ情報、オンラインショップ、キャンペーン＆
プレゼントなどをご紹介しております。

http://www.st-c.co.jp/

企業情報サイト

　企業情報サイトでは、エステーの経営理念や
価値創造について、会社情報、株主・投資家情
報、サステナビリティ情報、採用情報などをご
紹介しております。

http://www.st-c.co.jp/company/

エステー 検索検索

－ 46 －
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会場ご案内図
会場 リーガロイヤルホテル東京（３階「ロイヤルホール」）

東京都新宿区戸塚町一丁目104番19号　03(5285)1121（代）
Ｎ
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交通機関のご案内

■最寄り駅をご利用の場合
地下鉄 (東京メトロ) 東西線 早稲田駅 3 a 出口左折７分
地下鉄 (東京メトロ) 有楽町線 江戸川橋駅 1 b 出口左折10分
都電荒川線 早稲田駅より３分

■都バスの場合
高 田 馬 場 駅 ④のりば 九段下行き (飯64) ・⑤のりば 上野公園行き (上69) →早稲田下車

②のりば 早大正門行き (学02) →早大正門下車
地 下 鉄 江 戸 川 橋 駅 (１ｂ出口上がる) 早稲田行き (上58) ・小滝橋車庫行き (飯64、上69) →早稲田下車
飯 田 橋 駅 小滝橋車庫行き (飯64) →早稲田下車

■シャトルバス
高田馬場駅発
※会場（ホテル）行のシャトルバスがございますが、ご乗車いただける人数に限りがございますので、ご乗車いただけない場合がございます。

恐れ入りますが、なるべくその他公共交通機関をご利用ください。

地図




